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      研修室 1
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特別講演会 講師

滋賀医科大医学部 歯科口腔外科学講座 教授

髙岡一樹 先生

わが国における薬剤顎骨壊死
ポジションペーパー
2023の解説

講演内容

2003年にMarxが高用量の経静脈ビスホスホネート製剤を使用している悪性腫瘍および骨粗鬆症患者
に難治性の顎骨壊死が発症することを初めて報告してから20年以上になる。現在までさまざまな国や学会
からポジションペーパー（PP）や論説が発表されてきた。米国口腔顎顔面外科学会（AAOMS）は、こ
れまでにPPを発行してきたが、8年ぶりに2022年、最新のPPを発行した。本邦では昨年2023年、顎骨壊
死検討委員会によりPPが改訂された（PP2023）。これに伴い、MRONJの原因薬剤、ステージング、治
療、そして原因薬剤の休薬に関する知見をアップデートする必要がある。これまでは「侵襲的歯科治療（抜
歯など）」が最大のリスク因子とされてきたが、「歯周病、根尖病変、顎骨骨髄炎、インプラント周囲炎など
の顎骨に発症する感染性疾患」が重視されている。また、MRONJ の多くは治癒可能な疾患であることが
明らかとなってきたことから、「治癒」を MRONJ 治療の目標とすることが望ましいとされている。本講演では、
PP 2023の内容をまとめ、インプラント治療における注意点を交えながら、解説していく。

講師プロフィール

・1995年 新潟大学歯学部歯学科 卒業
・1995年 兵庫医科大学病院 臨床研修医

（歯科口腔外科）
・2003年 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座

助手
・2007年 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座

助教
・2008年 UCLA School of Dentistry, 

Dental Implant Center
visiting doctor（9~11月）

・2011年 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座
講師

・2019年 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座
准教授

・2024年 滋賀医科大学医学部
歯科口腔外科学講座 教授

・日本口腔外科学会 専門医・指導医
・日本口腔インプラント学会 専門医・指導医
・日本口腔科学会 指導医
・日本がん治療認定医機構

がん治療認定医（歯科口腔外科）
・口腔顔面神経機能学会

口唇・舌感覚異常判定認定医
・日本口腔感染症学会 代議員

特別講演会
石川県口腔インプラント研究会 総会



ご挨拶

石川県口腔インプラント研究会
会長 溝口 尚

タイムスケジュール

10:20~10:40
令和6年度 石川県口腔インプラント研究会 総会

10:50~11:00 特別講演 挨拶

11:00~13:00 髙岡 一樹 先生 特別講演

フリガナ 会員 非会員
（富山・福井県研究会）

 無料      ¥5,000申込者氏名

□ IIRG会員
□  富山・福井県研究会会員勤務先

ご住所 〒

電話番号 （ ） FAX （ ）

特別講演会の参加を希望される方は、FAXまたはE-mailにて、お申込みください。

2024.4.7 特別講演会 参加申込書

IIRG 石川県口腔インプラント研究会 FAX：076-221-0152
 E-mail：info@iirg.jp

この度1月1日に発生した令和6年能登半島地震におきまして、亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上

げますとともに、被災された皆様、そのご家族の方々に心よりお見舞い申し上げます。まずは一日も早い復興

を祈念いたします。

会員の先生方におかれましては平素より本会事業にご理解ご協力いただき誠に感謝申し上げます。

令和6年度学術講演会は今年2月より滋賀医科大学教授に赴任された髙岡一樹先生をお呼びして開催

させていただきます。今回講演いただく薬剤関連顎骨壊死ポジションペーパーは2007年以降何度も改変され

てきました。最新の2023年版では診断基準が若干変更された事を踏まえ、該当する内容を中心に症例を

交えてわかりやすく説いてくださることになっております。我々はMRONJの局所リスク因子に関して、抜歯やイン

プラント治療時の手術侵襲によるものが強いというイメージが先行していましたが、今回のポジションペーパーは

顎骨に発症する感染性疾患を注視する内容となっております。患者がインプラント周囲炎に移行した際の留

意の手厚さを更に考慮しなければならないものと考えさせられました。今回もzoomと対面の参加方式を選べ

るハイブリッド講演です。多数の先生方のご参加をお待ちしております。
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